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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　再帰反射性シート材であって、
　複数のプリズム状キューブコーナー素子によって付与される構造を有する構造化面であ
る、第１主表面と、
　前記第１主表面の反対側の第２主表面であって、実質的に平面であり、ポリカーボネー
トを含む、第２主表面と、
　前記第２主表面の少なくとも一部に直接的に位置するトップコートであって、２つ又は
それ以上のアクリレートモノマーから作られたアクリルコポリマー、コア－シェル型構造
を有するビニルポリマー、アルキド樹脂、ポリウレタン樹脂、エポキシ樹脂、ポリエステ
ル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリビニルブチラール、酢酸酪酸セルロース、又は塩化
ビニルコポリマーのうちの少なくとも１つを含む溶媒系組成物から得られ、３重量％～１
０重量％のＵＶ吸収剤を含む、トップコートと、を含み、
　前記トップコートが、乾燥時に０．５ミル未満の厚さを有する、再帰反射性シート材。
【請求項２】
　前記トップコートが複数の層を含み、前記層が互いに同じである、請求項１に記載の再
帰反射性シート材。
【請求項３】
　前記トップコートが複数の層を含み、前記層が互いに異なる、請求項１に記載の再帰反
射性シート材。
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【請求項４】
　再帰反射性シート材の製造方法であって、
　（１）複数のプリズム状キューブコーナー素子によって付与される構造を有する構造化
面である第１主表面と、（２）前記第１主表面の反対側の第２主表面であって、実質的に
平面であり、ポリカーボネートを含む第２主表面と、を有するシート材を準備することと
、
　トップコート組成物を、前記第２主表面の少なくとも一部に直接的に配置することであ
って、前記トップコート組成物が、２つ又はそれ以上のアクリレートモノマーから作られ
たアクリルコポリマー、コア－シェル型構造を有するビニルポリマー、アルキド樹脂、ポ
リウレタン樹脂、エポキシ樹脂、ポリエステル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリビニル
ブチラール、酢酸酪酸セルロース、又は塩化ビニルコポリマーのうちの少なくとも１つを
含む溶媒系組成物である、前記配置することと、及び、
　前記トップコート組成物から溶媒を除去すること、を含み、
　前記トップコート組成物が、乾燥時に０．５ミル未満の厚さを有する、方法。
【請求項５】
　前記トップコート組成物から溶媒を除去することが、前記トップコート組成物を前記第
２主表面に隣接して配置後１５秒以内に、前記トップコート組成物から実質的に全ての溶
媒を除去することである、請求項４に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、概してトップコートを含む再帰反射性シート材と、かかるシート材の製造方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　再帰反射性物品は、材料に入射した光を発光源に戻す方向に転換できる機能を特徴とす
る。この特性により、例えば、交通安全及び個人の安全用途に使用されるシート状の再帰
反射性物品が、幅広い用途で使用されるようになっている。再帰反射性シート材は、一般
に様々な交通制御物品、例えば、道路標識、バリケード、ナンバープレート、路面表示、
及びマーキングテープ、並びに車両及び衣類用の再帰反射性テープに用いられる。
【０００３】
　キューブコーナーシート材は、プリズムミラー、マイクロプリズムミラー、３枚ミラー
、又は内部全反射シート材と呼ばれることがあって、再帰反射性シート材の１種であり、
典型的には、多数のキューブコーナー素子を包含して、入射光を再帰反射する。キューブ
コーナー再帰反射器には、典型的には、概ね平面状の前面と裏面から突き出るキューブコ
ーナー素子の配列とを有する、シートを包含する。キューブコーナー反射素子には、一般
に、単一のコーナーですなわちキューブコーナーで交わる、３つの相互にほぼ垂直な横方
向面を有する、三面構造が含まれる。使用する際、再帰反射器は、通常、意図される観察
者及び光源の予想位置にその前面を向けて配置される。前面上に入射した光は、シートに
入り、素子の３面のそれぞれによって反射されてシートの本体を通過し、光源に実質的に
向く方向へ前面から出るようになっている。
【０００４】
　キューブコーナーシート材の製造に使用される代表的ないくつかのポリマーとして、ポ
リ（カーボネート）、ポリ（メチルメタクリレート）、ポリ（エチレンテレフタレート）
、脂肪族ポリウレタン、並びにエチレンコポリマー及びそれらのイオノマーが挙げられる
。キューブコーナーシート材は、その全体が本明細書に組み込まれる米国特許第５，６９
１，８４６号に記載されているように、フィルム上に直接鋳造することによって調製され
てもよい。放射線硬化されるキューブコーナー用のポリマーには、多機能性アクリレート
類のような架橋されたアクリレート類、又はエポキシ類、並びに単機能及び多機能性のモ
ノマーとブレンドされたアクリル化ウレタン類が挙げられる。更に、キューブコーナーは
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、より可撓性があるキャストされたキューブコーナーシート材を得るために、可塑化ポリ
塩化ビニルのフィルム上に鋳造されてもよい。これらのポリマーは、熱安定性、環境安定
性、透明性、工具又は型からの優れた剥離性、及び反射性コーティングの受取り能力など
１つ以上の理由のために使用されることが多い。
【０００５】
　角柱形状再帰反射性シート材は典型的に、実質的に平らな第１の表面と、複数の幾何構
造体を備える第２の構造化面とを有する薄い透明層を備え、その構造体の一部又は全部は
、キューブコーナー素子として設計される３つの反射面を備える。プリズム状再帰反射性
シート材は、入射光の大部分を光源に向けて返すことで知られている。多くの市販製品は
、ＡＳＴＭ　Ｄ　４９５６－０４に記載されるＡＳＴＭタイプＩＩＩ、ＶＩＩ、ＶＩＩＩ
、ＩＸ、及びＸ、並びにＡＳＴＭ　Ｄ　４９５６－０９に記載されるタイプＸＩなどの高
い再帰反射率規格（例えば、再帰反射率（ＲＡ）又は観察角０．２度、入射角－４におい
て３００～１０００カンデラ／ルクス／平方メートル（ｃｐｌ）の範囲の輝度）に適合さ
せるため、プリズム状キューブコーナー微細構造体によってもたらされる相対的に高い再
帰反射率（光源に向けて返る光）に依存している。様々な種類のプリズム状再帰反射性シ
ート材がある。かかる種類の１つとして、切頂型キューブコーナー素子が挙げられ、例え
ば、米国特許第３，７１２，７０６号、同第４，２０２，６００号、同第４，２４３，６
１８号、及び同第５，１３８，４８８号（これら全ての全体が本明細書に組み込まれる）
に記載されている。その他の種類として、例えば、米国特許第７，１５６，５２７号、同
第７，１５２，９８３号、及び同第８，２５１，５２号（これら全ての全体が本明細書に
組み込まれる）に記載されているような、フルキューブコーナー素子又は好適幾何形状型
キューブコーナー素子が挙げられる。
【０００６】
　典型的には、キューブコーナーシート材は、下層のキューブコーナー層を保護し、別の
機能、例えば改善されたインキ着肉性、耐汚れ性、柔軟性又は剛性、発色性などを加えら
れる、トップコート層を使用する。既存のトップコートは、典型的には、押出フィルム又
は水性型アクリル組成物のいずれかである（例えば、米国特許第７，０４８，９８９号参
照）。押出フィルムの代表的な欠点の一部は、それらが比較的厚く、シート材の柔軟性を
損なう場合があり、製造するのに高価であることである。水性型アクリルポリマー組成物
の欠点の一部は、乾燥によって水を除去するために長い時間とエネルギーを必要とするた
め、製造するのに高価であり時間がかかることである。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　プリズム状再帰反射性シート材と共に用いる従来のトップコート材料は、典型的には、
（１）押し出されたものか、（２）水性系つまり水系のいずれかである。本開示の発明者
らは、改善された再帰反射性シート材及び再帰反射性シート材の改善された製造方法に、
溶媒系トップコートが含まれることを認識した。具体的には、本開示の発明者らは、いく
つかの実施形態において、溶媒系トップコート組成物が、低コストかつ同様に実行できる
水性系ウレタン又は水性系アクリルトップコート使用の代替手段をもたらすことを発見し
た。本開示の発明者らは、いくつかの実施形態において、再帰反射性シート材に溶媒系ト
ップコート組成物を使用すると、再帰反射性コアシートへの十分な接着性、高い再帰反射
性輝度を有するシート材、優れた表面保護性、良好なトナー／インク接着性、並びに／又
は、ひび割れ及び／若しくは曇りの発生頻度の低下のうち、少なくとも１つを有するシー
ト材が得られることを発見した。また、シート材を作るための製造プロセスが、効率、低
コスト、低廃溶媒要件などのうち、少なくとも１つによって改善される。
【０００８】
　また、本願の発明者らは、得られた再帰反射性シート材に顕著なひび割れ又は曇りをも
たらすことなく、ポリカーボネート系再帰反射性シート材上に溶媒系トップコートを効果
的かつ効率的に塗布する方法も発見した。
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【０００９】
　本開示のいくつかの実施形態は、複数のプリズム状キューブコーナー素子によって付与
される構造を有する構造化面である第１主表面と、第１主表面の反対側の第２主表面であ
って、実質的に平面であり、ポリカーボネートを含む第２主表面と、第２主表面の少なく
とも一部に隣接するトップコートであって、溶媒系組成物を含むトップコートと、を含む
、再帰反射性シート材に関する。いくつかの実施形態では、溶媒系組成物は、（１）溶媒
型アクリル又は（２）溶媒型ビニルのうち少なくとも１つを含む。
【００１０】
　本開示のいくつかの実施形態は、（１）複数のプリズム状キューブコーナー素子によっ
て付与される構造を有する構造化面である第１主表面と、（２）第１主表面の反対側の第
２主表面であって、実質的に平面であり、ポリカーボネートを含む第２主表面と、を有す
るシート材を準備することと、トップコート組成物を、第２主表面の少なくとも一部に隣
接して配置することであって、トップコートが溶媒系組成物を含むことと、を含む、再帰
反射性シート材の製造方法に関する。いくつかの実施形態では、溶媒系組成物は、（１）
溶媒型アクリル又は（２）溶媒型ビニルのうち少なくとも１つを含む。いくつかの実施形
態では、この方法は、溶媒型トップコート組成物から溶媒を除去することを更に含む。い
くつかの実施形態では、この方法は、トップコート組成物を第２主表面に隣接して配置後
１５秒以内に、トップコート組成物から実質的に全ての溶媒を除去することを更に含む。
いくつかの実施形態では、この方法は、トップコート組成物を第２主表面に隣接して配置
後１２秒以内に、トップコート組成物から実質的に全ての溶媒を除去することを更に含む
。いくつかの実施形態では、この方法は、トップコート組成物を第２主表面に隣接して配
置後１０秒以内に、トップコート組成物から実質的に全ての溶媒を除去することを更に含
む。いくつかの実施形態では、この方法は、トップコート組成物を第２主表面に隣接して
配置後８秒以内に、トップコート組成物から実質的に全ての溶媒を除去することを更に含
む。いくつかの実施形態では、この方法は、トップコート組成物を第２主表面に隣接して
配置後５秒以内に、トップコート組成物から実質的に全ての溶媒を除去することを更に含
む。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、トップコートは、乾燥時に０．５ミル（１３マイクロメート
ル）未満の厚さを有する。いくつかの実施形態では、トップコートは、乾燥時に０．４ミ
ル（１０マイクロメートル）未満の厚さを有する。いくつかの実施形態では、トップコー
トは、乾燥時に０．３ミル（８マイクロメートル）未満の厚さを有する。いくつかの実施
形態では、トップコートは、乾燥時に０．２５ミル（６マイクロメートル）未満の厚さを
有する。いくつかの実施形態では、トップコートは、乾燥時に０．２ミル（５マイクロメ
ートル）未満の厚さを有する。いくつかの実施形態では、トップコートは、乾燥時に０．
１ミル（３マイクロメートル）未満の厚さを有する。本明細書で使用するとき、１ミル（
２５マイクロメートル）＝０．００１インチ（２５マイクロメートル）である。
【００１２】
　いくつかの実施形態では、トップコートはＵＶ吸収剤を含む。いくつかの実施形態では
、トップコートは少なくとも１０重量％のＵＶ吸収剤を含む。いくつかの実施形態では、
トップコートは複数の層を含み、その層は互いに同じである。いくつかの実施形態では、
トップコートは複数の層を含み、その層は互いに異なっている。いくつかの実施形態では
、トップコートは、溶媒型塩化ビニルコポリマーを含む。
【００１３】
　いくつかの実施形態では、複数のプリズム状キューブコーナー素子は、切頂型キューブ
コーナー素子、フルキューブコーナー素子、又は好適幾何形状型キューブコーナー素子の
うち少なくとも１つを含む。いくつかの実施形態では、複数のプリズム状キューブコーナ
ー素子は熱可塑性ポリマーを含む。いくつかの実施形態では、熱可塑性ポリマーは、アク
リルポリマー、ポリカーボネート、ポリエステル、ポリイミド、フルオロポリマー、ポリ
アミド、ポリエーテルケトン；ポリ（エーテルイミド）；ポリオレフィン；ポリ（フェニ
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レンエーテル）；ポリ（スチレン）；スチレンコポリマー；シリコーン修飾ポリマー；セ
ルロース系ポリマー；フッ素修飾ポリマー；及び上記ポリマーの混合物のうちの少なくと
も１つである。
【００１４】
　いくつかの実施形態では、第２主表面は、（１）ランド層又は（２）本体層のうち少な
くとも１つの一部である。いくつかの実施形態では、ランド層又は本体層は、ポリカーボ
ネートを含む。
【００１５】
　いくつかの実施形態は、シールフィルムを更に含む。いくつかの実施形態では、シール
フィルムはポリエステルを含む。
【００１６】
　いくつかの実施形態では、ひび割れ又は曇りのうち１つ又は２つ以上の量は、再帰反射
性輝度を９０％未満に減少する。
【００１７】
　いくつかの実施形態は、鏡面反射性コーティングを更に含む。いくつかの実施形態では
、鏡面反射性コーティングは金属を含む。いくつかの実施形態では、金属はアルミニウム
である。
【００１８】
　いくつかの実施形態は、シールフィルムを更に含む。いくつかの方法は、シールフィル
ムを構造化面に隣接して配置することを更に含む。いくつかの実施形態では、シールフィ
ルムはポリエステルである。
【００１９】
　本出願の他の特徴及び優位性を、以下の詳細な明細書において記載又は説明する。詳細
な明細書は添付図面と一緒に考慮しなければならない。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
　添付図面と共に以下の本開示の様々な実施形態の詳細な説明を検討することで、本開示
をより完全に理解することができる。
【図１】本明細書の教示するところに一致する再帰反射性シート材の代表的な実施形態の
断面側面図である。
【図２】本明細書の教示するところに一致する再帰反射性シート材の代表的な実施形態の
断面側面図である。
【図３Ａ】本明細書の教示するところに一致する再帰反射性シート材の代表的な実施形態
の断面側面図である。
【図３Ｂ】本明細書の教示するところに一致する再帰反射性シート材の代表的な実施形態
の断面側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下の詳細な説明では、本明細書の一部を構成し、１つの例示的な特定の実施形態が例
として示されている添付の図面を参照する場合がある。本開示の範囲又は趣旨から逸脱す
ることなく、他の実施形態が想到され実施される場合がある点を理解されたい。
【００２２】
　本発明は概して、入ってくる光が入射する表示面を備えるプリズム状キューブコーナー
素子シート材を含む、再帰反射性シート材に関する。トップコートは表示面上に配置され
る。トップコートは溶媒型組成物を含む。
【００２３】
　本明細書で使用するとき、用語「トップコート」は、再帰反射性シート材の表示面（例
えば、入ってくる光が入射する最も外側の面）上に配置される層を指す。本明細書に記載
するトップコートは、例えば、再帰反射性シート材の前面を保護するのに役立ち得る。
【００２４】
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　本明細書で使用するとき、用語「溶媒型」又は「溶媒系」は、溶媒中に分散又は乳化さ
れるポリマー又は組成物を指す。
【００２５】
　本明細書で使用するとき、用語「水性型」、「水性系」、「水型」又は「水系」は、水
中に分散又は乳化されるポリマー又は組成物を指す。
【００２６】
　本明細書で使用するとき、用語「ＰＧキューブコーナー素子」又は「好適幾何形状型キ
ューブコーナー素子」は、（１）基準面に非平行であり、かつ（２）隣り合ったキューブ
コーナー素子の隣接する非二面縁部に実質的に平行である、少なくとも１つの非二面縁部
を有するキューブコーナー素子を指す。３つの反射面が矩形（正方形を含む）、台形、又
は五角形を含むキューブコーナー素子が、ＰＧキューブコーナー素子の例である。ＰＧキ
ューブコーナー素子の定義に関して「基準面」とは、そのキューブコーナー素子又は幾何
構造体がその面に沿って配置されている、隣接したキューブコーナー素子又は他の幾何構
造体の群付近の面に接近している面又は他の表面を指す。単一層の場合、隣接したキュー
ブコーナー素子の群は、単一列又は１組の列からなる。集合層の場合、隣接したキューブ
コーナー素子の群は、単一層であるキューブコーナー素子と、隣接する接触層を含む。シ
ート材の場合、隣接したキューブコーナー素子の群は一般に、人間の目で認識可能な（例
えば、好ましくは少なくとも１ｍｍ２）範囲、好ましくはシート材の寸法全体を覆う。
【００２７】
　図１は、本明細書の教示するところに一致する再帰反射性シート材の代表的な実施形態
を示す。再帰反射性シート材１００は、プリズム状キューブコーナー素子系シート材１１
０と、それに隣接するトップコート１２０と、を含む。更に具体的には、プリズム状キュ
ーブコーナー素子系シート材１１０は、複数のキューブコーナー素子１４０によって構造
化されている第１主表面１３０と、反対側の実質的に平面である第２主表面１５０と、を
含む。トップコート１２０は、第２主表面１５０に隣接している。
【００２８】
　図２は、シールフィルムを更に含む、図１の再帰反射性シート材を示す。更に具体的に
は、再帰反射性シート材２００は、プリズム状キューブコーナー素子系シート材１１０と
、それに隣接するトップコート１２０と、を含む。更に具体的には、プリズム状キューブ
コーナー素子系シート材１１０は、複数のキューブコーナー素子１４０によって構造化さ
れている第１主表面１３０と、反対側の実質的に平面である第２主表面１５０と、を含む
。トップコート１２０は、第２主表面１５０に隣接している。シールフィルム２２０は、
空気界面２２５に隣接し、キューブコーナー素子１４０の構造化面１３０と空気界面を形
成する。シールフィルム２２０に隣接しているのは、接着剤層２３０と、任意の剥離ライ
ナー２３５である。
【００２９】
　本開示のプリズム状キューブコーナーシート材は、複数の微細複製された再帰反射性素
子を含む。本明細書に記載され、特許請求される実施形態及び発明に使用できるプリズム
状再帰反射性素子には、様々な種類がある。かかる種類の１つとして、例えば、米国特許
第３，７１２，７０６号、同第４，２０２，６００号、同第４，２４３，６１８号、及び
同第５，１３８，４８８号（これら全ての全体が本明細書に組み込まれる）に記載されて
いるものを含む、切頂型キューブコーナー素子が挙げられる。その他の種類として、例え
ば、米国特許第７，１５６，５２７号、同第７，１５２，９８３号、及び同第８，２５１
，５２号（これら全ての全体が本明細書に組み込まれる）に記載されているような、フル
キューブコーナー素子及び好適幾何形状型キューブコーナー素子が挙げられる。キューブ
コーナー系再帰反射性シート材の更なる実例は、米国特許第４，５８８，２５８号、同第
４，７７５，２１９号、同第４，８９５，４２８号、同第５，３８７，４５８号、同第５
，４５０，２３５号、同第５，６０５，７６１号、同第５，６１４，２８６号、及び同第
５，６９１，８４６号（これら全ての全体が本明細書に組み込まれる）に開示されている
。
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【００３０】
　キューブコーナー素子を形成するための有用な構成材料及び方法として、例えば、その
全体が本明細書に組み込まれる米国特許第７，８６２，１８７号に記載されるものが挙げ
られる。いくつかの実施形態では、キューブコーナー素子として、光透過性又は透明ポリ
マー材料が挙げられる。いくつかの実施形態では、キューブコーナーのプリズム状素子と
して、ポリカーボネートが挙げられる。いくつかの実施形態では、プリズム状キューブコ
ーナー素子は、２０～５００マイクロメートル（μｍ）の範囲の高さを有する。
【００３１】
　本明細書で使用するとき、用語「本体層」は、微細複製された素子が付着、接着、又は
隣接している別個の材料を指す（例えば、図２参照）。本体層は任意である。いくつかの
実施形態では、本明細書に記載される種類の微細複製された再帰反射性素子は、本体層に
付着、接着、又は隣接される。いくつかの代表的な本体層は、約２０～１，０００μｍの
厚さを有する。いくつかの実施形態では、本体層及び微細複製された再帰反射性素子の両
方が同じ材料を含む。いくつかの実施形態では、その材料は、１つ又は２つ以上の光透過
性又は透明ポリマー材料である。いくつかの実施形態では、本体層は、微細複製された再
帰反射性素子とは異なる材料である。いくつかの実施形態では、本体層は、それ自体が２
つ以上の層を含んでよい。本体層が複数層を含むいくつかの実施形態では、これらの層は
２つ以上の組成物を含んでよく、組成物は層によって異なってよい。いくつかの代表的な
本体層は、例えば、その全体が参照として本明細書に組み込まれる米国特許第７，６１１
，２５１号に記載されている。これらの材料として、例えば、ポリ（エチレン－コ－アク
リル酸）及びポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）が挙げられる。いくつかの実施形態では
、本体層は、典型的には、２～８個の炭素原子を有するアルキレン単位（例えば、エチレ
ン及びプロピレン）を少なくとも５０重量パーセント（ｗｔ％）含む、ポリオレフィンを
含む。
【００３２】
　本明細書で使用するとき、用語「ランド層」は、微細複製された素子に隣接し、一体と
なっている材料を指す。ランド層は任意である。いくつかの実施形態は、キューブコーナ
ー素子と同じポリマー材料を含む、キューブコーナー素子１２と一体となっているランド
層（図示せず）を含む。ランド層を有するキューブコーナー再帰反射性シート材は、例え
ば、その全体が本明細書に組み込まれる米国特許第５，４５０，２３５号に示される。い
くつかの実施形態では、ランド層は、微細複製された再帰反射性素子に比べて薄く、典型
的には、キューブコーナー素子の高さの１０パーセント以下の厚さを有する。いくつかの
実施形態では、ランド層の厚さは、１～１５０μｍの範囲内である。いくつかの実施形態
では、ランド層の厚さは、１０～１００μｍの範囲内である。
【００３３】
　いくつかの実施形態は、微細複製された再帰反射性素子と、ランド層を含まない本体層
と、を含む。いくつかの実施形態は、微細複製された再帰反射性素子と、本体層を含まな
いランド層と、を含む。いくつかの実施形態は、本体層に隣接するランド層に隣接した、
微細複製された再帰反射性素子を含む。後者の場合、本体層は、上部フィルム又はオーバ
ーラミネートと称されることが多い。
【００３４】
　再帰反射性シート材のいくつかの実施形態は、プリズム状キューブコーナー素子の裏面
に、金属コーティングなどの鏡面反射性コーティングを含む。これらの実施形態は、多く
の場合、「金属化再帰反射性シート材」と称される。鏡面反射性コーティングは、アルミ
ニウム、銀、又はニッケルなどの金属を蒸着する又は化学的に析出させるなどの公知の方
法によって、塗布することが可能である。金属コーティングの接着を促すために、キュー
ブコーナー素子の裏面にプライマー層を塗布してもよい。金属化シート材の製造に使用さ
れる材料、及びその製造法など、金属化シート材に関する更なる情報は、例えば、米国特
許第４，８０１，１９３号、及び同第４，７０３，９９９号（これら両方の全体が本明細
書に組み込まれる）に見られる。
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【００３５】
　様々な種類の溶媒型トップコートを、本明細書に記載される実施形態において使用でき
る。いくつかの代表的な組成物として、例えば、米国特許第５，５１４，４４１号、及び
同第４，７２５，４９４号（これら両方の全体が本明細書に組み込まれる）に記載される
ものが挙げられる。いくつかの代表的なトップコート組成物として、例えば、メチルメタ
クリレート樹脂、アクリル樹脂、アルキド樹脂、ポリウレタン樹脂、エポキシ樹脂、ポリ
エステル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリビニルブチラール、酢酸酪酸セルロースなど
といった透明ポリマー系材料が挙げられる。これらの樹脂は、溶液若しくは分散液から、
又は揮発物を含まない液体から塗布できる。これらの材料は非反応性であってよく、又は
、架橋された相対的に不溶性かつ不溶解性の状態に反応してもよい。
【００３６】
　いくつかの実施形態では、トップコートは溶媒系ビニルポリマーを含む。いくつかの実
施形態では、ビニルポリマーは、単一のビニルモノマーから重合されてよい。いくつかの
実施形態では、ビニルポリマーは、２つ又はそれ以上のビニルモノマーから作られたコポ
リマーである。いくつかの実施形態では、ビニルポリマーは、コア－シェル型構造を有し
てよい。コア－シェル型ポリマーは、典型的には、コアと比較して、周囲のシェル層のベ
ースモノマー又はそれらの割合のいずれかが異なるコポリマーを含む。コア－シェル型ポ
リマーは、一般に２つの相又は複数の相のポリマーとして説明され、同じ粒子に、又は別
個の粒子として組み込まれる第３の相を任意に含むことができる。マイクロ相、分相、二
峰性、多葉性又は逆コアシェルのような別の形態も可能である。いくつかの実施形態では
、ビニルポリマーは、１つ又は２つ以上のモノマーと組み合わせて、２つ又はそれ以上の
ビニルモノマーから作られたコポリマーである。
【００３７】
　いくつかの実施形態では、溶媒型ビニルポリマーの重量平均分子量（Ｍｗ）は、一般に
は少なくとも約１４，０００ｇ／モル、より典型的には、少なくとも約２２，０００ｇ／
モル、より典型的には少なくとも２７，０００ｇ／モルである。
【００３８】
　いくつかの実施形態では、トップコートは、溶媒系ビニルポリマー及び少なくとも１つ
の改良ポリマーのブレンドを含む。いくつかの実施形態では、改良ポリマーは、１つ又は
２つ以上の溶媒系ポリマーを含んでよい。いくつかの実施形態では、トップコート組成物
は、全体で最大約５０ｗｔ％の固形分の改良ポリマーを含む。あるいは、改良ポリマー及
び／又はコポリマーは、溶媒中に乳化又は分散できる粉末状の市販のものであってよい。
【００３９】
　本開示のいくつかの実施形態は、（ａ）ポリカーボネートを含み、構造化面を形成する
複数のプリズム状キューブコーナー素子を含む、第１主表面と、（ｂ）第１主表面の反対
側の第２主表面であって、実質的に平面である第２主表面と、を有するシート材を準備す
ること、及び、第２主表面の少なくとも一部に、（ａ）０．５ミル（１３マイクロメート
ル）未満の厚さ（乾燥時）、又は（ｂ）少なくとも１つの溶媒型アクリル若しくは溶媒型
ビニル、のうち、少なくとも１つを有するトップコートをコーティングすること、による
方法で製造される。コーティングは、例えば、米国特許第７，０４８，９８９号、同第４
，８４４，９７６号、同第５，５０８，１０５号、及び欧州特許第０６１５７８８号（こ
れら全ての全体が本明細書に組み込まれる）に記載されるプロセスによって達成できる。
トップコートは、キューブコーナーシート材上に直接コーティングでき、又は別の方法と
しては、キューブコーナー層の製造中、又は後続する作業中のいずれかにおいて、予備形
成かつ加熱積層してもよい。キューブコーナーシート材用に、相対的に厚く強い、厚型ポ
リカーボネート層を使用するとき、トップコートのシート材の物理的特性への寄与は最小
限であり、ポリマーは、ポリカーボネートへの接着性、耐汚れ性、表面跡への耐久性など
に基づいて選択できる。
【００４０】
　いくつかの実施形態では、トップコートは溶媒系アクリルポリマーを含む。いくつかの
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実施形態では、アクリルポリマーは、単一のアクリレートモノマーから重合されてよい。
いくつかの実施形態では、アクリルポリマーは、２つ又はそれ以上のアクリレートモノマ
ーから作られたコポリマーである。いくつかの実施形態では、アクリルポリマーは、コア
－シェル型構造を有してよい。コア－シェル型ポリマーは、典型的には、コアと比較して
、周囲のシェル層のベースモノマー又はそれらの割合のいずれかが異なるコポリマーを含
む。コア－シェル型ポリマーは、一般に２つの相又は複数の相のポリマーとして説明され
、同じ粒子に、又は別個の粒子として組み込まれる第３の相を任意に含むことができる。
マイクロ相、分相、二峰性、多葉性又は逆コアシェルのような別の形態も可能である。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、アクリルポリマーは、スチレンモノマーと組み合わせて、２
つ又はそれ以上のアクリレートモノマーから作られたコポリマーである。いくつかのこれ
らの実施形態では、コポリマーのスチレン含量は、典型的には約５０ｗｔ％未満、より典
型的には約３０ｗｔ％未満、最も典型的には約２０ｗｔ％未満である。
【００４２】
　いくつかの実施形態では、溶媒型アクリルポリマーの重量平均分子量（Ｍｗ）は、一般
に少なくとも約２０，０００ｇ／モル、より典型的には少なくとも約５０，０００ｇ／モ
ル、より典型的には少なくとも７０，０００ｇ／モルである。
【００４３】
　いくつかの実施形態では、トップコートは、溶媒系アクリルポリマー及び少なくとも１
つの改良ポリマーのブレンドを含む。いくつかの実施形態では、改良ポリマーは溶媒型ポ
リマーである。いくつかの実施形態では、トップコート組成物は、全体で最大約５０ｗｔ
％の固形分の改良ポリマーを含む。あるいは、改良ポリマー及び／又はコポリマーは、溶
媒中に乳化又は分散できる粉末状の市販のものであってよい。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、トップコートは、例えばＵＶ安定剤などの添加剤を含む。Ｕ
Ｖ安定剤は、紫外線によるポリマーの酸化を防ぐ、又は終了させるために用いられる。本
開示のトップコート組成物で使用するための好適なＵＶ安定剤は、ＵＶ吸収剤、消光剤、
及び／又は捕捉剤であり、例えば、ヒンダードアミン光安定剤（ＨＡＬＳ）、ベンゾフェ
ノン、ベンゾトリアゾール、トリアジン、及びこれらの組み合わせのうち少なくとも１つ
が挙げられる。
【００４５】
　また、本開示の発明者らは、いくつかの実施形態において、特定の厚さの溶媒型コーテ
ィング組成物が、厚い（例えば、乾燥時０．５ミル（１３マイクロメートル）超）トップ
コートの使用に対する低コストの代替案となることを発見した。本開示の発明者らは、い
くつかの実施形態において、コーティング組成物の厚さがより薄くなる（例えば、乾燥時
０．５ミル（１３マイクロメートル）未満）と、再帰反射性コアシートへの十分な接着性
、高い再帰反射性輝度を有するシート材、優れた表面保護性、良好なトナー／インク接着
性、優れた柔軟性、及び／又は、ひび割れ若しくは曇りの発生頻度の低下のうち、少なく
とも１つをもたらすことを発見した。
【００４６】
　多くの場合、再帰反射性シート材を封止し、それによって、環境の悪化から光学素子（
例えば、キューブコーナー素子及びレンズレット）を保護することが望ましい。シート材
にシール層を含めることにより、シート材の内部に汚れや湿気が入るのを防ぐ、又は限定
する。いくつかの代表的なシール層の適用方法は、米国特許第７，３２９，４４７号、同
第７，６１１，２５１号、同第５，７８４，１９７号、同第４，０２５，１５９号（電子
ビーム照射の使用を開示）、同第５，７０６，１３２号（熱接着又は高周波溶接の利用）
、国際公開第２０１１／１５２９７７号（プリズム状再帰反射性シート材用多層シールフ
ィルムについて説明）、及び米国特許第６，２２４，７９２号（シール層による機密性封
入）に記載されている。
【００４７】



(10) JP 6694812 B2 2020.5.20

10

20

30

40

50

　いくつかの実施形態は、構造化シール層を含む。代表的な構造化シール層は、例えば、
その全体が本明細書に組み込まれる国際公開第２０１１／１２９８３２号に記載されてい
る。
【００４８】
　いくつかの実施形態では、再帰反射性シート材は、キューブコーナー素子上に、シール
フィルム及び／又は鏡面反射性、つまり金属コーティングを欠く。代表的なシート材構造
体は、例えば、その全体が本明細書に組み込まれる国際公開第２０１１／１２９８３２号
に記載されている。
【００４９】
　図３Ａ及び３Ｂは、観察者３０２を向く再帰反射性物品３００の１つの代表的な実施形
態を示す。再帰反射性物品３００は、主表面３１６と反対側の構造化面３１４を集合的に
形成する、複数のキューブコーナー素子３１２を含む、再帰反射性層３１０を含む。再帰
反射性層３１０は、トップコート／オーバーレイ層３１８も含む。感圧性接着剤層３３０
は再帰反射性層３１０に隣接している。感圧性接着剤層３３０は、感圧性接着剤３３２と
、１つ又は２つ以上のバリア層３３４と、ライナー３３６と、を含む。バリア層３３４は
十分な構造的一体性を有しており、構造化面３１４とバリア層３３４との間にある低屈折
率層３３８への感圧性接着剤３３２の流入を防ぐ。バリア層３３４は、キューブコーナー
素子３１２の先端に直接接触するか、これらから離隔されているか、これらに若干押し付
けることができる。
【００５０】
　バリア層３３４が存在する場合、感圧性接着剤３３０とキューブコーナー素子３１２と
の間に物理的な「バリア」を形成する。バリア層は、最初に再帰反射性物品の製造中に、
又は接着剤の粘弾特性によって時間と共に、のいずれかで、感圧によりキューブ先端部若
しくは表面の濡れを防ぐことができる。バリア層３３４（存在する場合）とキューブコー
ナー素子３１２との間に閉じ込められた層は、低屈折率層３３８である。したがって、低
屈折率層は包囲されている。その上に保護層が付加される場合、低屈折率層は封入される
。低屈折率層の封入は、低屈折率層の一体性を維持及び／又は保護する。バリア層が存在
するために、低屈折率層３３８及び／又はバリア層３３４に隣接する構造化面３１４の部
分は、入射光３５０を再帰反射できる。また、バリア層３３４は、感圧性接着剤３３０が
キューブシートを浸潤するのを防ぐことができる。バリア層３３４と接触していない感圧
性接着剤３３０は、キューブコーナー素子に接着し、これにより再帰反射領域を効果的に
封止して、光学活性領域又はセルを形成する。また、感圧性接着剤３３０は、再帰反射性
構造体全体を一体的に保持し、これにより別個のシールフィルムとシールプロセスの必要
性を排除する。いくつかの実施形態では、感圧性接着剤は、構造化面又はキューブコーナ
ー素子と密着しているか、これらに直接隣接する。
【００５１】
　図３Ｂに示すように、低屈折率層３３８に隣接するキューブコーナー素子３１２に入射
する光線３５０は、観察者３０２の方向に再帰反射で戻される。このため、低屈折率層３
３８を含む再帰反射性物品３００の領域は、光学活性領域と呼ばれている。一方、低屈折
率層３３８を含まない再帰反射性物品３００の領域は、入射光を実質的に再帰反射しない
ため、光学不活性領域と呼ばれている。
【００５２】
　低屈折率層３３８は、約１．３０未満、約１．２５未満、約１．２未満、約１．１５未
満、約１．１０未満、又は約１．０５未満の屈折率を有する材料を含む。代表的な低屈折
率材料として、空気及び低屈折率材料（例えば、その全体が本明細書に組み込まれる米国
特許仮出願第６１／３２４，２４９号に記載される低屈折率材料）が挙げられる。
【００５３】
　一般には、バリア層３３４では、感圧性接着剤がキューブコーナー素子３１２に接触し
ないようにする、又は低屈折率層３３８に流入したり、紛れ込んだりしないようにする任
意の材料を使用できる。バリア層３３４で使用するための代表的な材料として、樹脂、ポ
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リマー材料、染料、インク、ビニル、無機材料、ＵＶ硬化性ポリマー、顔料、粒子、及び
ビードが挙げられる。バリア層の寸法及び間隔は、様々であってよい。いくつかの実施形
態では、バリア層は再帰反射性シート材上にパターンを形成してもよい。いくつかの実施
形態では、シート材上のパターンの視認性を低減することが望まれる場合もある。一般に
は、例えば、文字、単語、英数字、記号、又は更には絵などのしるしなど任意の所望のパ
ターンは、上記の方法の組み合わせで生成可能である。また、パターンは、連続的、非連
続的、単調、Ｓ字状、任意の滑らかに変化する機能、又は縞であってよいか、縦方向、横
方向、又は両方向に変化してもよい。パターンは、画像、ロゴ、又はテキストを形成でき
、パターンはパターン付きコーティング及び／又は穿孔を含んでよい。いくつかの実施形
態では、印刷領域及び／又は非印刷領域は、セキュリティ機構を形成できる。パターンと
しては、例えば、不規則パターン、規則的パターン、格子、単語、図形、画像、線、及び
セルを形成する交差区域を挙げることができる。
【００５４】
　少なくともいくつかの実施形態では、感圧性接着剤層は、第１領域及び第２領域を含む
。第２領域は構造化面と直接接触するか、又はこれと密接する。第１及び第２領域は、感
圧性接着剤層と再帰反射性層の構造化面との間に低屈折率層を形成し、分離するのに、十
分に異なる特性を有している。いくつかの実施形態では、第２領域は感圧性接着剤を含み
、第１領域は第２領域とは組成が異なる。いくつかの実施形態では、第１領域及び第２領
域は異なるポリマー形態を有する。いくつかの実施形態では、第１領域及び第２領域は異
なる流動特性を有する。いくつかの実施形態では、第１領域及び第２領域は異なる粘弾特
性を有する。いくつかの実施形態では、第１領域及び第２領域は異なる接着特性を有する
。いくつかの実施形態では、再帰反射性物品は、パターンを形成する複数の第２領域を含
む。いくつかの実施形態では、パターンは、不規則パターン、規則的パターン、格子、単
語、図形、及び線のうちの１つである。
【００５５】
　本開示の再帰反射性物品で使用するための代表的な感圧性接着剤として、その全体が本
明細書に組み込まれる国際公開第２０１１／１２９８３２号に記載されるものが挙げられ
る。
【００５６】
　ポリカーボネートをコーティングする溶媒は、典型的には、ひび割れ又は曇りを起こす
ため、本開示まで溶媒系トップコートは使用されていなかった。本明細書で使用するとき
、用語「ひび割れ」又は「ひび割れしている」は、一般には熱可塑性ポリマー中の巨視的
な引張破壊に関する。ひび割れは、熱可塑性ポリマーが完全に引張破壊を起こす前に起こ
る。ひび割れは、確率的には、材料内及び材料の表面における微細な欠陥の分布に依存し
て発現する。ひび割れは、典型的には、引張ひずみに対して垂直に伸びる空隙を含む。多
くの場合、ひび割れの先端部は、張力と平行して先端部を超えて一方の面から他方に伸び
る、ポリマー鎖の微細繊維を含む。ひび割れが危機的な状態に達すると、典型的には、（
１）巨視的破壊に成長するクラックまで広がる、又は、（２）材料が降伏する、のいずれ
かとなる。ひび割れによって、白色度が増し、望ましくないシート材の曇りが増す。
【００５７】
　本明細書で使用するとき、用語「曇り」は、入射光の散乱に起因するシート材の不透明
度を指す。曇りは、ひび割れに加えて、又はひび割れとは別に起こる場合があり、シート
材の再帰反射性を低下させる、及び／又は、シート材の黄色化の原因となり得るため、再
帰反射性シート材において望ましくない性状である。理論によって制限されることなく、
溶媒は、再帰反射性シート材のポリカーボネートに浸透し、望ましくない曇りの原因とな
り得るポリカーボネートの結晶化を引き起こすと考えられる。曇り若しくはひび割れのい
ずれか、又はその両方が少し存在すると、再帰反射性の顕著な低下につながる。少なくと
もこの理由によって、本開示まで溶媒系トップコートは使われていなかった。
【００５８】
　本開示の発明者らは、以下の条件、すなわち、（１）トップコート層が非常に薄い（例
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えば、乾燥時０．５ミル（１３マイクロメートル）未満）、（２）トップコートコーティ
ングをポリカーボネートに曝露する時間が非常に短い（例えば、１５秒未満、又は１２秒
未満、又は１０秒未満、又は９秒未満、又は７秒未満、又は５秒未満など）、のうち、少
なくとも１つが存在する場合、ひび割れを最小限にするか、ない状態で、溶媒系トップコ
ートを使用できることを発見した。理論によって制限されることなく、溶媒を素早く除く
ことによって、曇り及び／又はひび割れ形成の一因であるとされる、溶媒分子の大部分の
ポリカーボネート内への拡散が防がれると考えられる。このような最低限の厚さのコーテ
ィングによってポリカーボネートシート材が安定化できることは、非常に予想外であった
。
【００５９】
　本開示の再帰反射性シート材は、従来のシート材及びかかるシート材の製造方法に対し
て数多くの利点がある。利点の１つは、ひび割れが最小限か、ない状態で、並びに／又は
、耐久性及び／若しくは耐候性を犠牲にせずに、ポリカーボネート上への直接的溶媒コー
ティングが実現されることである。
【００６０】
　本明細書に記載される再帰反射性シート材は、道路標識、ナンバープレート、路面表示
（例えば、道路鋲）、個人の安全、車両装飾、及び再帰反射性看板、ラッピングバスなど
の商業的図形といった、様々な用途で使用できる。
【００６１】
　本発明の目的及び利点を以下の実施例によって更に説明するが、実施例に記載される特
定の材料及びその量並びに他の条件及び詳細は、本発明を不要に限定するものと解釈すべ
きではない。本明細書における百分率及び比率は全て、特に明記されていない限り重量基
準である。以下の実施例は、本開示の範囲を限定することを意図するものではない。
【００６２】
　本明細書で言及された参考文献は全て、その全体が参照として本明細書に組み込まれる
。
【００６３】
　本明細書で使用する場合、「上に」及び「隣接する」という語は、直接的に何かの上に
、及び可能性として他の層がそれらの間に位置した状態で間接的に何かの上にある両方の
層を包含する。
【００６４】
　本明細書で使用する場合、「主表面（単数）」及び「主表面（複数）」という用語は、
３組の対向する表面を有する、三次元形状上の最も大きい表面積を有する表面を指す。
【００６５】
　他に指示がない限り、本開示及び「特許請求の範囲」で使用される特徴の大きさ、量、
物理特性を表わす数字は全て、どの場合においても用語「約」によって修飾されるものと
して理解されるべきである。それ故に、そうでないことが示されない限り、前述の明細書
及び添付の特許請求の範囲で示される数値パラメータは、本明細書で開示される教示内容
を用いて当業者により、目標対象とする所望の特性に応じて、変化し得る近似値である。
全ての数値範囲は、特に断らない限り、その端点と、端点間の非整数値を含む。
【００６６】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲において使用するとき、単数形「ａ」、「ａｎ」、
及び「ｔｈｅ」には、その内容について別段の明確な指示がない限り、複数の指示対象物
を有する実施形態が含まれる。
【００６７】
　本開示及び添付の特許請求の範囲において使用するとき、その内容について別段の明確
な指示がない限り、「又は」という用語は概して、「及び／又は」を包含する意味で用い
られる。
【００６８】
　品目リストがその後に続く「～のうちの少なくとも１つ」及び「～のうちの少なくとも
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１つを含む」という表現は、リスト内の品目のいずれか１つ及び２つ以上の品目の任意の
組み合わせを含むことを指す。
【００６９】
　本開示の様々な実施形態及び実装が開示される。開示された実施形態は例証するために
提示されるもので、制限するためのものではない。上記の実施形態及び他の実施形態は以
下の「特許請求の範囲」の範囲内である。本開示が、開示されたもの以外の実施形態及び
実施により実行され得ることは、当業者には理解されよう。上記の実施形態及び実施の詳
細には、本発明の基礎をなす原理から逸脱することなく多くの変更を加えることができる
点は当業者に認識されるであろう。本発明は、本明細書に記載した例示的な実施形態及び
実施例によって過度に限定されるものではなく、またかかる実施例及び実施形態は、一例
として表されているだけであり、ただし、本発明の範囲は、以下のように本明細書に記載
した請求項によってのみ限定されることを意図するものと理解されるべきである。更に、
本開示に対する様々な改変及び変形が、本開示の趣旨及び範囲から逸脱することなく当業
者にとって明らかとなろう。したがって、本出願の範囲は以下の「特許請求の範囲」によ
ってのみ定められるべきものである。本発明の実施態様の一部を以下の項目［１］－［４
２］に記載する。
［項目１］
　再帰反射性シート材であって、
　複数のプリズム状キューブコーナー素子によって付与される構造を有する構造化面であ
る、第１主表面と、
　前記第１主表面の反対側の第２主表面であって、実質的に平面であり、ポリカーボネー
トを含む、第２主表面と、
　前記第２主表面の少なくとも一部に隣接するトップコートであって、溶媒系組成物を含
み、３重量％～約１０重量％のＵＶ吸収剤を含む、トップコートと、を含む、再帰反射性
シート材。
［項目２］
　前記トップコートが、乾燥時に０．５ミル（１３マイクロメートル）未満の厚さを有す
る、項目１に記載の再帰反射性シート材。
［項目３］
　前記複数のプリズム状キューブコーナー素子が、切頂型キューブコーナー素子、フルキ
ューブコーナー素子、又は好適幾何形状型キューブコーナー素子のうち少なくとも１つを
含む、項目１又は２に記載の再帰反射性シート材。
［項目４］
　前記第２主表面が、（１）ランド層又は（２）本体層のうち少なくとも１つの一部であ
る、項目１～３のいずれか一項に記載の再帰反射性シート材。
［項目５］
　前記複数のプリズム状キューブコーナー素子が熱可塑性ポリマーを含む、項目１～４の
いずれか一項に記載の再帰反射性シート材。
［項目６］
　前記熱可塑性ポリマーが、アクリルポリマー、ポリカーボネート、ポリエステル、ポリ
イミド、フルオロポリマー、ポリアミド、ポリエーテルケトン；ポリ（エーテルイミド）
；ポリオレフィン；ポリ（フェニレンエーテル）；ポリ（スチレン）；スチレンコポリマ
ー；シリコーン修飾ポリマー；セルロース系ポリマー；フッ素修飾ポリマー；及び上記ポ
リマーの混合物のうちの少なくとも１つである、項目５に記載の再帰反射性シート材。
［項目７］
　前記複数のプリズム状キューブコーナー素子がポリカーボネートを含む、項目１～６の
いずれか一項に記載の再帰反射性シート材。
［項目８］
　前記トップコートが複数の層を含み、前記層が互いに同じである、項目１～７のいずれ
か一項に記載の再帰反射性シート材。
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［項目９］
　前記トップコートが複数の層を含み、前記層が互いに異なる、項目１～８のいずれか一
項に記載の再帰反射性シート材。
［項目１０］
　前記トップコートが、メチルメタクリレート樹脂、アクリル樹脂、アルキド樹脂、ポリ
ウレタン樹脂、エポキシ樹脂、ポリエステル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリビニルブ
チラール、酢酸酪酸セルロース、又は塩化ビニルコポリマーのうち少なくとも１つを含む
、項目１～９のいずれか一項に記載の再帰反射性シート材。
［項目１１］
　シールフィルムを更に含む、項目１～１０のいずれか一項に記載の再帰反射性シート材
。
［項目１２］
　前記シールフィルムがポリエステルである、項目１１に記載の再帰反射性シート材。
［項目１３］
　ひび割れ又は曇りのうち１つ又は２つ以上の量が、再帰反射性輝度を９０％未満に減少
する、項目１～１２のいずれか一項に記載の再帰反射性シート材。
［項目１４］
　前記トップコートがビニル又はアクリルのうち少なくとも１つを含む、項目１～１３の
いずれか一項に記載の再帰反射性シート材。
［項目１５］
　鏡面反射性コーティングを更に含む、項目１～１４のいずれか一項に記載の再帰反射性
シート材。
［項目１６］
　再帰反射性シート材の製造方法であって、
　（１）複数のプリズム状キューブコーナー素子によって付与される構造を有する構造化
面である第１主表面と、（２）前記第１主表面の反対側の第２主表面であって、実質的に
平面であり、ポリカーボネートを含む第２主表面と、を有するシート材を準備することと
、
　トップコート組成物を、前記第２主表面の少なくとも一部に隣接して配置することであ
って、前記トップコートが溶媒系である、配置することと、を含む、方法。
［項目１７］
　前記トップコートが、０．５ミル（１３マイクロメートル）未満の厚さ（乾燥時）であ
る、項目１６に記載の方法。
［項目１８］
　前記トップコート組成物から溶媒を除去することを更に含む、項目１６又は１７に記載
の方法。
［項目１９］
　前記トップコート組成物を前記第２主表面に隣接して配置後１５秒以内に、前記トップ
コート組成物から実質的に全ての溶媒を除去することを更に含む、項目１８に記載の方法
。
［項目２０］
　前記トップコート組成物を前記第２主表面に隣接して配置後１２秒以内に、前記トップ
コート組成物から実質的に全ての溶媒を除去することを更に含む、項目１８に記載の方法
。
［項目２１］
　前記トップコート組成物を前記第２主表面に隣接して配置後１０秒以内に、前記トップ
コート組成物から実質的に全ての溶媒を除去することを更に含む、項目１８に記載の方法
。
［項目２２］
　前記トップコート組成物を前記第２主表面に隣接して配置後８秒以内に、前記トップコ
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ート組成物から実質的に全ての溶媒を除去することを更に含む、項目１８に記載の方法。
［項目２３］
　前記トップコート組成物を前記第２主表面に隣接して配置後５秒以内に、前記トップコ
ート組成物から実質的に全ての溶媒を除去することを更に含む、項目１８に記載の方法。
［項目２４］
　前記複数のプリズム状キューブコーナー素子が、切頂型キューブコーナー素子、フルキ
ューブコーナー素子、又は好適幾何形状型キューブコーナー素子のうち少なくとも１つを
含む、項目１６～２３のいずれか一項に記載の方法。
［項目２５］
　前記第２主表面が、（１）ランド層又は（２）本体層のうち少なくとも１つの一部であ
る、項目１６～２４のいずれか一項に記載の方法。
［項目２６］
　前記複数のプリズム状キューブコーナー素子がポリカーボネートを含む、項目１６～２
５のいずれか一項に記載の方法。
［項目２７］
　前記トップコートが複数の層を含み、前記層が互いに同じである、項目１６～２６のい
ずれか一項に記載の方法。
［項目２８］
　前記トップコートが複数の層を含み、前記層が互いに異なる、項目１６～２７のいずれ
か一項に記載の方法。
［項目２９］
　前記トップコートがＵＶ吸収剤を含む、項目１６～２８のいずれか一項に記載の方法。
［項目３０］
　前記トップコートが、メチルメタクリレート樹脂、アクリル樹脂、アルキド樹脂、ポリ
ウレタン樹脂、エポキシ樹脂、ポリエステル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリビニルブ
チラール、酢酸酪酸セルロース、又は塩化ビニルコポリマーのうち少なくとも１つを含む
、項目１６～２９のいずれか一項に記載の方法。
［項目３１］
　前記トップコートが、０．４ミル（１０マイクロメートル）未満の厚さを有する、項目
１６～３０のいずれか一項に記載の方法。
［項目３２］
　前記トップコートが、０．３ミル（８マイクロメートル）未満の厚さを有する、項目１
６～３１のいずれか一項に記載の方法。
［項目３３］
　前記トップコートが、０．２５ミル（６マイクロメートル）未満の厚さを有する、項目
１６～３２のいずれか一項に記載の方法。
［項目３４］
　前記トップコートが、０．２ミル（５マイクロメートル）未満の厚さを有する、項目１
６～３３のいずれか一項に記載の方法。
［項目３５］
　前記トップコートが、０．１ミル（３マイクロメートル）未満の厚さを有する、項目１
６～３４のいずれか一項に記載の方法。
［項目３６］
　シールフィルムを前記構造化面に隣接して配置することを更に含む、項目１６～３５の
いずれか一項に記載の方法。
［項目３７］
　前記シールフィルムがポリエステルである、項目３６に記載の方法。
［項目３８］
　ひび割れ又は曇りのうち１つ又は２つ以上の量が、再帰反射性輝度を９０％未満に減少
する、項目１６～３７のいずれか一項に記載の方法。



(16) JP 6694812 B2 2020.5.20

10

［項目３９］
　前記トップコートがビニル又はアクリルのうち少なくとも１つを含む、項目１６～３８
のいずれか一項に記載の方法。
［項目４０］
　前記再帰反射性シート材が鏡面反射性コーティングを更に含む、項目１６～３９のいず
れか一項に記載の再帰反射性シート材。
［項目４１］
　前記トップコートがＵＶ吸収剤を含む、項目１６～４０のいずれか一項に記載の方法。
［項目４２］
　前記トップコートが少なくとも１０重量％のＵＶ吸収剤を含む、項目１６～４１のいず
れか一項に記載の方法。

【図１】

【図２】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】
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